
財形年金預金規定　新旧対照表

改定前 改定後

２．（預金の種類、とりまとめ継続方法）
（１）支払開始日は、最終預入日の５か月後の応当日から５年後の応当日の間の
　　任意の日とし、支払開始日の２か月前もしくは３か月前の応当日（２か月毎
　　の支給の場合は２か月、３か月毎の支給の場合は３か月）を「年金元金計算
　　日」とします。また、年金元金計算日前１年ごとの年金元金計算日の応当日
　　を「特定日」とします。
（２）省略
（３）省略
（４）省略

２．（預金の種類、とりまとめ継続方法）
（１）支払開始日は、最終預入日の６か月後の応当日から５年後の応当日の間の
　　任意の日とし、支払開始日の３か月前の応当日を「年金元金計算日」としま
　　す。また、年金元金計算日前１年ごとの年金元金計算日の応当日を「特定日
　　」とします。

（２）省略
（３）省略
（４）省略

３．（分割、支払い方法）
（１）この預金は、年金元金計算日に次により分割し、支払開始日以降５年以上
　　２０年以内の期間にわたって年金として支払います。この場合、すべての期
　　日指定定期預金は年金元金計算日に満期日が到来したものとし、その元利金
　　とスーパー定期の元利金との合計額を「年金計算基本額」とします。
　　①年金計算基本額をあらかじめ指定された支払回数で除した金額（ただし
　　　１００円単位とします。）を元金として、年金元金計算日から２か月毎も
　　　しくは３か月毎の応当日（２か月毎の支給の場合は２か月、３か月毎の支
　　　給の場合は３か月）を18口もしくは12口（２か月毎の支給の場合は18口、
　　　３か月毎の支給の場合は12口）の期日指定定期預金またはスーパー定期
　　　（以下これらを「定期預金（満期支払口）」という。）を作成します。
　　②省略
　　③省略
（２）定期預金（継続口）は満期日に前項に準じて取扱い、以後同様とします。
　　この場合、前項に「年金計算基本額」とあるのは「定期預金（継続口）の元
　　利金」と、「年金元金計算日」とあるのは、「定期預金（継続口）の満期
　　日」と、「あらかじめ指定された支回数」とあるのは「あらかじめ指定され
　　た支払回数のうち定期預金（継続口）の満期日における残余の支払回数」と
　　読み替えるものとします。ただし、残余の支払回数が18回もしくは12回（２
　　か月毎の支給の場合は18回、３か月毎の支給の場合は12回）以下となる場合
　　には、当該定期預金（継続口）の元利金から定期預金（満期支払口）の元金
　　の合計額を差引いた金額は、預入期間が最も長い定期預金（満期支払口）に
　　加算します。
（３）省略

３．（分割、支払い方法）
（１）この預金は、年金元金計算日に次により分割し、支払開始日以降５年以上
　　２０年以内の期間にわたって年金として支払います。この場合、すべての期
　　日指定定期預金は年金元金計算日に満期日が到来したものとし、その元利金
　　とスーパー定期の元利金との合計額を「年金計算基本額」とします。
　　①年金計算基本額をあらかじめ指定された支払回数で除した金額（ただし
　　　１００円単位とします。）を元金として、年金元金計算日から３か月毎の
　　　応当日を満期日とする12口の期日指定定期預金またはスーパー定期（以下
　　　これらを「定期預金（満期支払口）」という。）を作成します。
　

　　②省略
　　③省略
（２）定期預金（継続口）は満期日に前項に準じて取扱い、以後同様とします。
　　この場合、前項に「年金計算基本額」とあるのは「定期預金（継続口）の元
　　利金」と、「年金元金計算日」とあるのは、「定期預金（継続口）の満期
　　日」と、「あらかじめ指定された支回数」とあるのは「あらかじめ指定され
　　た支払回数のうち定期預金（継続口）の満期日における残余の支払回数」と
　　読み替えるものとします。ただし、残余の支払回数が12回以下となる場合に
　　は、当該定期預金（継続口）の元利金から定期預金（満期支払口）の元金の
　　合計額を差引いた金額は、預入期間が最も長い定期預金（満期支払口）に加
　　算します。

（３）省略



改定前 改定後

10．（最終預入日等の変更）
　　　最終預入日または支払開始日、もしくは支払回数、支払サイクルを変更す
　　るときは、最終預入日までに、当行所定の書面によって当店に申し出てくだ
　　さい。ただし、支払サイクルの変更については、支払開始日の１年３か月前
　　応当日までかつ最終預入日までに行うものとします。
　　　また支払開始日を繰上げる場合は変更後支払開始日の１年３か月前応当日
　　までかつ最終預入日までに、繰下げる場合は変更前支払開始日の１年３か月
　　前応当日までかつ最終預入日までに申し出てください。

10．（最終預入日等の変更）
　　　最終預入日または支払開始日、もしくは支払回数を変更するときは、最終
　　預入日までに、当行所定の書面によって当店に申し出てください。
　　　また支払開始日を繰上げる場合は変更後支払開始日の１年３か月前応当日
　　までかつ最終預入日までに、繰下げる場合は変更前支払開始日の１年３か月
　　前応当日までかつ最終預入日までに申し出てください。

11．（支払開始日以後の支払回数の変更）
　　　支払開始日以後に、財形法施行令第13条の４第３項の規定等に基づき年金
　　支払額を増額するために支払回数を変更するときは、変更後の支払日の３か
　　月前応当日の前日までに、当行所定の書面により当店に申し出てください。
　　ただし、この支払回数の変更は１回に限ります。また、変更により総支払回
　　数が31回または21回（２か月毎の支払の場合は31回、３か月毎の支払の場合
　　は21回）未満となる場合には、変更することはできません。

11．（支払開始日以後の支払回数の変更）
　　　支払開始日以後に、財形法施行令第13条の４第３項の規定等に基づき年金
　　支払額を増額するために支払回数を変更するときは、変更後の支払日の３か
　　月前応当日の前日までに、当行所定の書面により当店に申し出てください。
　　ただし、この支払回数の変更は１回に限ります。また、変更により総支払回
　　数が21回未満となる場合には、変更することはできません。


